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奈
良
市
消
防
団
だ
よ
り 

～
な
で
し
こ
新
聞
～ 

 

実
際
の
災
害
発
生
さ
な

が
ら
に
、
金
田
富
雄
分
団

長
の
総
指
揮
に
よ
り
、
無

線
連
絡
で
招
集
さ
れ
た
分

団
員
が
集
合
し
、
各
小
隊

に
分
か
れ
て
訓
練
を
実
施 

し
ま
し
た
。 

富
雄
川
の
氾 

濫
を
想
定
し
た 

土
の
う
工
法
や 

道
路
寸
断
の
原 

因
と
な
る
倒
木 

の
チ
ェ
ー
ン
ソ 

ー
に
よ
る
切
断 

浸
水
し
た
地
域 

で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使
用
し 

て
の
救
助
、
火
災
発
生
時 

の
放
水
な
ど
の
訓
練
が
行 

わ
れ
た
後
、
ポ
ン
プ
操
法 

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

万
が
一
に
備
え
て
一
人 

一
人
が
再 

認
識
す
る 

重
要
性
を 

感
じ
ま
し 

た
。 

防災道の駅 
クロスウェイなかまち ＯＰＥＮ！ 

～実践的災害想定訓練～ 

令
和
６
年
９
月
１５
日
、
奈
良
市
西
消
防
署
指
導
の
も
と 

富
雄
分
団
に
よ
る
「
台
風
被
害
想
定
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た 

チェーンソーでの切断訓練 

土のうを積み上げる様子 

～
施
設
か
ら
の
出
火
想
定
～ 

消
防
・警
察
・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ 

合
同
消
防
訓
練 

令
和
６
年
１１
月
２７
日
、「
ク
ロ
ス
ウ
ェ
イ
な
か 

ま
ち
」
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
中
に
火
災
発
生
と 

の
想
定
で
、
奈
良
市
消
防
局
・
奈
良
県
警
察
本
部 

・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
の
合
同 

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ 

フ
に
よ
る
屋
外
へ
の
避 

難
誘
導
に
始
ま
り
、
災 

害
対
策
本
部
が
開
設
さ 

れ
、
指
揮
所
か
ら
の
指 

示
に
よ
る
消
火
活
動
や 

傷
病
者
の
搬
送
順
を
決 

め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
、
救 

急
隊
に
よ
る
傷
病
者
搬 

送
や
警
察
に
よ
る
状
況 

聞
き
取
り
な
ど
実
際
に 

行
わ
れ
る
一
連
の
流
れ 

で
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し 

 

放水訓練の様子 

災害対策本部・指揮所の開設 

た
。
消
防
団
か
ら
も 

傷
病
者
役
で
参
加
し 

貴
重
な
体
験
が
で
き 

ま
し
た 

防災標語 

出 初 式 
ロート奈良鴻ノ池パーク 

令和 7 年 1 月 11 日 

 

鴻ノ池への放水 

一堂に会しての式典 

コロナ禍や、能登半 
島地震などで、縮小催 
行が続いていましたが 
5 年ぶりに通常開催さ 
れ、車両行進や鴻ノ池 
への放水・式典が行わ 
れました。 

 

市民ふれあいゾーン 
では、物産展や女性防 

災クラブに 
より豚汁が 
ふるまわれ 
ました。 

あそぼう まなぼう わくわく しょうぼう 
～ 集まれ 未来の消防団 in 鴻ノ池 ～ 

はしご車搭乗体験 

カラーガード隊演技 

～消防団員募集中～ 
できることからはじめよう！ 

奈良市消防団 HP 

二次元バーコード 

≪入団に関するお問い合わせ≫ 

奈良市消防局総務課内 

ＴＥＬ. 0742-35-1199 

各地域の【消防団】 

【広報指導分団】 

【学生消防分団】 

【地域支援消防分団】 

     令和 6 年 12 月 15 日、ロートフィー 

ルド奈良にて消防団の入団活性化イベン 

トを開催しました。吉本興業の「奈良県 

住みます芸人」によるステージや、消防 

団○×クイズが行われました。 

会場各所には、防火服を着ての≪消防士なりきり体験≫や、 

命綱を付けロープを身体ひとつで渡る≪ロープ渡過（とか） 

体験≫や、巻かれているホースを投げて伸ばす≪ロープ展張 

（てんちょう）体験≫、≪はしご車搭乗体験≫などの貴重な 

体験ができました。また、小学生以下の子どもたち対象のスタン 

プラリーも行われ、参加した子どもたちや保護者の皆さんも楽し 

まれている様子でした。 

    今回のイベントで、次世代を担う若者や子どもたちをはじめ、広 

い世代に消防団を身近に感じ、防火・防災に関心を持っていただけ 

たらと願います。 消火器使用体験 

我が分団 自慢の「人」 
西部方面隊 平城分団  

班長 木本 博之 

仕事は、車の 
整備・修理を請 
け負っています。 
車好きが高じ、 

若い頃は、レー 
スに出場し、勝利 

も得ましたが、現在は招集が 
かかるとすぐに近くのポンプ 
倉庫へ走り、最速で現場へ駆 
けつけます。 
思い出に残るのは、週３回 

のポンプ操法訓練に通い、仲 
間たちとの交流を深めたこと 
で分団所属 15 年目の現在も 
チームワークには自信があり 
ます。 
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『
阪
神
淡
路
大
震
災
』
か
ら
30
年
。 

今
日
に
至
る
ま
で
『
東
日
本
大
震
災
』

や
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
『
能
登
半
島

地
震
』
の
発
生
や
、
多
く
の
風
水
災
害

も
起
き
て
い
ま
す
。
ひ
と
昔
、
ふ
た
昔

前
と
は
自
然
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、

災
害
の
規
模
や
、
被
害
状
況
も
「
想
定

外
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
防
災
に
関
す
る
情
報
も
日
々
更

新
さ
れ
、
昔
の
常
識
が
通
じ
な
い
こ
と

も
多
々
あ
り
ま
す
。
最
新
の
知
識
を
学

び
、
自
分
自
身
も
防
災
に
関
す
る
情
報

を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
意
識
の
持
続
を

心
が
け
る
よ
う
に
と
考
え
ま
す
。 

 

編 

集 

後 

記  

活動展示一例 

山肌を駆ける炎 

出発式に整列する団員 

若草山焼き～令和 7 年 1 月 25 日～ 
約 300名の消防団員の出発式、野上神社で 

の祭礼の後、山麓の≪大かがり火≫より御神火 

を松明にうつし、各担当場所へと移動。花火の 

打ち上げが始まり、柳生ラッパ隊の合図で一斉 

点火されると、山 

全体へと広がるオ 

レンジ色の炎の美 

しさに、麓で楽しんでいた観覧客からは大きな歓 

声が湧き上がっていました。 

焼き終わった後は、消火活動・鎮火点検を行い 

今年も負傷者なく無事終えることができました。 

煙の中を避難体験 

『奈良大宮ロー 

タリークラブ』よ 

り消防団へと贈呈 

された災害用大型調理器『レスキューキッチン』 

の使用訓練を兼ね、大地震を想定した防災訓練 

が大宮小学校で開かれました。 

今回は、災害時に迅速かつ、 

適切な対応を行えるよう≪避難 

者による避難所開設≫の訓練を 

行い受付や点検担当の選出など 

避難者に様々な役割が振り分け 

られ、担当ごとの作業が行われ 

ました。訓練に参加した住民は 

受付でＱＲコードから避難者の登 

録、避難所入退出届け入力を実際 

に体験していました。また、≪レ 

スキューキッチン≫を使用しての 

炊き出しや、市の備蓄非常食の試 

食もありました。他にも寸劇や消 

火器使用体験、煙避難体験、地震体験、ドローン飛行訓 

練の見学などが行われ 

ました。 

マンションの多い地 

域では、今回のような 

「連携の訓練」の必要 

性も感じました。 
地域の皆さんが参加 

参加型！寸劇で胸骨圧迫体験 

レスキュー 

 キッチンで温かい食事を 

広報指導分団 

活動メニュー 

二次元バーコード 

啓発活動の一例：防災紙芝居 

応急手当講習 

防
火
・
防
災
・
救
命
啓
発
活
動 

＊
＊
＊ 

広
報
指
導
分
団
活
動 

＊
＊
＊ 

「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
」

が
初
め
て
発
表
さ

れ
、
防
災
意
識
の 

高
ま
り
か
ら
関
連
情
報
へ
関
心
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

広
報
指
導
分
団
で
は
教
育
現 

場
で
の
防
災
教
室
や
、
自
治
会 

な
ど
の
救
命
講
習
や
イ
ベ
ン
ト 

で
の
ブ
ー
ス
出
展
で
消
防
・
救 

急
に
関
し
て
の
広
報
活
動
を
行 

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

「
日
頃
の
備
え
」
に
つ
い
て 

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ 

ー
ジ
で
は
、
広
報
指
導 

分
団
所
属
の
カ
ラ
ー
ガ 

ー
ド
隊
に
よ
る
演
技
が 

行
わ
れ
、 

『
防
災
用
品  

備
え
あ
れ
ば 

 

憂
い
な
し
』 

の
標
語
を
掲
げ
、 

「
今
年
、『
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情 

報
』
が
発
表
さ
れ
た
後
、
備
蓄
用
の
お 

米
が
品
薄
に
な
り
ま
し
た
。
不
安
の
た 

め
に
買
い
に
行
く
の
で
は
な
く
普
段
か 

ら
備
え
ま
し
ょ
う
」
と
観
客
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
を
し
ま
し
た
。 

 

会
場
に
は
、
消
防
の
他
に
警
察
、
自 

衛
隊
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
、
奈
良 

県
防
犯
設
備
士
協
会
の
ブ
ー
ス
が
あ
り 

消
防
ブ
ー
ス
で
は
起
震
車
で
の
揺
れ
体 

験
、
煙
避
難
体
験
、
消
火
器
使
用
体
験 

に
１
１
９
番
通
報
体
験
、
こ
ど
も

防
火
服
着
装
体
験
、
は
し
ご
車
搭

乗
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

来
場
さ
れ
た
方
々
は
、
各
ブ 

ー
ス
を
巡
り
な
が
ら
、
防
犯
・ 

防
災
の
知
識
や
行
動
を
学
ば
れ 

て
い
ま
し
た
。 

第 29回全国女性消防団員活性化とちぎ大会 
令和 6年 9月 19日 ライトキューブ宇都宮 

とちぎ大会スローガン 

 

全
国
の
女
性
消
防
団
員 

が
集
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ
で 

は
基
調
講
演
や
防
災
啓
発 

劇
の
披
露
、
展
示
ブ
ー
ス 

で
は
多
く
の
団
が
様
々
な 

形
で
活
動
報
告
を
行
っ
て 

い
ま
し
た
。 

今
回
の
報
告
の
中
で
興 

味
深
か
っ
た
も
の
は
、
女

性
に
対
し
て
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
に
つ
い
て
で
す
。
高 

 
 

校
生
以
上
の
女
性
に
対
し
て
の 

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
が
男
性
に
比
べ 

る
と
低
い
と
い
う
統
計
が
あ
り 

Ａ
Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ド
を
貼
る
際
、
衣 

服
を
脱
が
せ
る
こ
と
に
抵
抗
が 

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
の
際
に
は
、
パ
ッ 

ド
を
貼
っ
た
体
の
上
か
ら
タ
オ 

ル
や
シ
ャ
ツ
を
か
け
て
使
用
し 

て
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
広
報 

し
た
り
、
使
用
す
る
人
形
自
体 

に
実
際
の
衣
服
を
着
せ
て
指
導
・
訓
練 

を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
さ
れ
て
い
ま 

し
た
。
も
し
も
の
時
の
勇
気
あ
る
行
動 

を
後
押
し 

す
る
た
め 

に
も
指
導 

を
行
う
側 

も
リ
ア
ル 

さ
を
出
す 

必
要
が
あ 

る
と
感
じ 

ま
す
。 

消防車両の展示 

防
災
防
犯
フ
ェ
ス
タ 

平
城
京 

in 

起震車で地震の揺れを体感 

～
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
連
携
～ 

防 

災 

訓 

練 
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